
関数y=ax^2 [関数y=ax^2の変域]

＜演習問題＞
(1) 関数 y = 3x2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 4であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 2のとき y = 3× 22 = 12
最大値は x = 4のとき y = 3× 42 = 48
したがって

12 ≦ y ≦ 48

(2) 関数 y = 5x2について、
xの変域が 1 ≦ x ≦ 6であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 1のとき y = 5× 12 = 5
最大値は x = 6のとき y = 5× 62 = 180
したがって

5 ≦ y ≦ 180

(3) 関数 y = 1
2x

2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 8であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 2のとき y = 1
2
× 22 = 2

最大値は x = 8のとき y = 1
2
× 82 = 32

したがって
2 ≦ y ≦ 32

(4) 関数 y = 2x2について、
xの変域が−5 ≦ x ≦ −1であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −1のとき y = 2× (−1)2 = 2
最大値は x = −5のとき y = 2× (−5)2 = 50
したがって

2 ≦ y ≦ 50

(5) 関数 y = 4x2について、
xの変域が−2 ≦ x ≦ 6であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは上に開いた形となるため、
最小値は x = 0のとき y = 4× 02 = 0
最大値は x = 6のとき y = 4× 62 = 144
したがって

0 ≦ y ≦ 144

(6) 関数 y = 5
3x

2について、
xの変域が−6 ≦ x ≦ −3であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −3のとき y = 5
3
× (−3)2 = 15

最大値は x = −6のとき y = 5
3
× (−6)2 = 60

したがって
15 ≦ y ≦ 60

(7) 関数 y = −x2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 3であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 3のとき y = −1× 32 = −9
最大値は x = 2のとき y = −1× 22 = −4
したがって

−9 ≦ y ≦ −4

(8) 関数 y = −5x2について、
xの変域が−4 ≦ x ≦ −1であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −4のとき y = −5× (−4)2 = −80
最大値は x = −1のとき y = −5× (−1)2 = −5
したがって

−80 ≦ y ≦ −5

(9) 関数 y = −7
2x

2について、
xの変域が−4 ≦ x ≦ 2であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは下に開いた形となるため、
最小値は x = −4のとき y = −7

2
× (−4)2 = −56

最大値は x = 0のとき y = −7
2
× 02 = 0

したがって
−56 ≦ y ≦ 0

(10) 関数 y = −10x2について、
xの変域が−1 ≦ x ≦ 4であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは下に開いた形となるため、
最小値は x = 4のとき y = −10× 42 = −160
最大値は x = 0のとき y = −10× 02 = 0
したがって

−160 ≦ y ≦ 0

SakuranoStudyRoom＜桜野先生の自習室＞



関数y=ax^2 [関数y=ax^2の変域]

＜演習問題＞
(1) 関数 y = 3x2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 4であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 2のとき y = 3× 22 = 12
最大値は x = 4のとき y = 3× 42 = 48
したがって

12 ≦ y ≦ 48

(2) 関数 y = 5x2について、
xの変域が 1 ≦ x ≦ 6であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 1のとき y = 5× 12 = 5
最大値は x = 6のとき y = 5× 62 = 180
したがって

5 ≦ y ≦ 180

(3) 関数 y = 1
2x

2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 8であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 2のとき y = 1
2
× 22 = 2

最大値は x = 8のとき y = 1
2
× 82 = 32

したがって
2 ≦ y ≦ 32

(4) 関数 y = 2x2について、
xの変域が−5 ≦ x ≦ −1であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −1のとき y = 2× (−1)2 = 2
最大値は x = −5のとき y = 2× (−5)2 = 50
したがって

2 ≦ y ≦ 50

(5) 関数 y = 4x2について、
xの変域が−2 ≦ x ≦ 6であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは上に開いた形となるため、
最小値は x = 0のとき y = 4× 02 = 0
最大値は x = 6のとき y = 4× 62 = 144
したがって

0 ≦ y ≦ 144

(6) 関数 y = 5
3x

2について、
xの変域が−6 ≦ x ≦ −3であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −3のとき y = 5
3
× (−3)2 = 15

最大値は x = −6のとき y = 5
3
× (−6)2 = 60

したがって
15 ≦ y ≦ 60

(7) 関数 y = −x2について、
xの変域が 2 ≦ x ≦ 3であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = 3のとき y = −1× 32 = −9
最大値は x = 2のとき y = −1× 22 = −4
したがって

−9 ≦ y ≦ −4

(8) 関数 y = −5x2について、
xの変域が−4 ≦ x ≦ −1であるとき、
yの変域を求めよ。

最小値は x = −4のとき y = −5× (−4)2 = −80
最大値は x = −1のとき y = −5× (−1)2 = −5
したがって

−80 ≦ y ≦ −5

(9) 関数 y = −7
2x

2について、
xの変域が−4 ≦ x ≦ 2であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは下に開いた形となるため、
最小値は x = −4のとき y = −7

2
× (−4)2 = −56

最大値は x = 0のとき y = −7
2
× 02 = 0

したがって
−56 ≦ y ≦ 0

(10) 関数 y = −10x2について、
xの変域が−1 ≦ x ≦ 4であるとき、
yの変域を求めよ。

xの変域に x = 0が含まれ、
グラフは下に開いた形となるため、
最小値は x = 4のとき y = −10× 42 = −160
最大値は x = 0のとき y = −10× 02 = 0
したがって

−160 ≦ y ≦ 0

SakuranoStudyRoom＜桜野先生の自習室＞


